
05.2.22 「オアリパ」 成果報告会
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「OASIS REPUBLIC -SUNAGAWA BASE-」

～安心・やすらぎ 「癒しの国」 を創造する～



砂川市 人口が今の半分へ

2

現在15,859人

オアリパ 何のために始めたのか
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(人)

2015年を100とした時の
将来推計人口指数

(％)2022年12月末現在 中空知人口 95,485人

中空知 人口が今の半分へ

オアリパ 何のために始めたのか



人 口 減 少

市場の縮小

・域内外への販路開拓の強化
・域外からの誘客促進による域内消費の拡大

異業種がプロジェクトを結成
地域資源を集中 ・ 情報発信
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＝

事業者にとっては 死活問題…

オアリパ 何のために始めたのか
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オアリパ 何を目指しているのか

私たちが愛する地域、責任をもって次世代にバトンタッチすること
少子高齢化に伴う人口減少による地域経済の縮小は避けられないが、その影響をできるだけ

緩やかなものにし、現在の豊かさをできるだけ維持していくこと。

地域内消費の最大化を目指す
（出所）じゃらんリサーチセンター



砂川発空知地域への誘客が促進
交流人口・関係人口の増加、着地型消費の実現

地域の賑わい創出・経済の活性化

飲食・宿泊・小売業（道の駅・物販等）
サービス業（観光・体験等）

STEP1

サービス業（レンタカー・レンタル・修理等）
建築業（新築・改装・空き家・看板等）

STEP2

建設業（道路整備・外構工事等）
不動産業(別荘等)、幅広い産業に好影響

STEP3

好

循

環

・地域のブランド化

・地域の高付加価値化

・マーケットの拡大とシェア（共有）

・経済効果の拡大

・既存企業の持続的発展（事業承継・多角化）

・新たなビジネスモデルの創出

・新たなビジネスチャンスの創出
（全業種への波及効果）

・雇用の創出

・地域間交流の促進

・地方創生

・行きたくなる住みたくなるまちづくり
（観光及び創業、UIJターン・移住・定住等の促進）
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期待する効果 → 人が増えればニーズが生まれる

オアリパ 何を目指しているのか
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オアリパ 何を行ってきたのか

地域が 「稼ぐ力」 を身に着けるために実施

魅力的な商品
・サービス
「もの」 の提案

魅力的な場所
・イベント等
「こと・ひと」 の提案

魅力的な
暮らしの提案



地域のモノ・コト・ヒトを集めて、ひとつの地域ブランドとして
域内外からの外貨の獲得を目指す。
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インキュベーション機能 地域商社機能

ブランド市場化
販路開拓

域 内 連 携 外 貨 獲 得

STEP１ STEP２ STEP３

●砂川発空知地域を１つの
チームとした地域ブランドの
確立

●地域ブランドの市場化、
販路開拓機会の創出

●販促ツール構築

●PDCAの繰り返しによって
ブランド価値を上げ、域内
誘客し外貨獲得

DMO機能

オアリパ 何を行ってきたのか

３つの機能を持つ稼ぐ力でまちづくりを行う組織の結成を目指す

オアリパが獲得を目指している機能
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オアリパ 何を目指しているのか

私たちが愛する地域、責任をもって次世代にバトンタッチすること
少子高齢化に伴う人口減少による地域経済の縮小は避けられないが、その影響をできるだけ

緩やかなものにし、現在の豊かさをできるだけ維持していくこと。

地域内消費の最大化を目指す
（出所）じゃらんリサーチセンター



砂川発空知地域への誘客が促進
交流人口・関係人口の増加、着地型消費の実現

地域の賑わい創出・経済の活性化

飲食・宿泊・小売業（道の駅・物販等）
サービス業（観光・体験等）

STEP1

サービス業（レンタカー・レンタル・修理等）
建築業（新築・改装・空き家・看板等）

STEP2

建設業（道路整備・外構工事等）
不動産業(別荘等)、幅広い産業に好影響

STEP3

好

循

環

・地域のブランド化

・地域の高付加価値化

・マーケットの拡大とシェア（共有）

・経済効果の拡大

・既存企業の持続的発展（事業承継・多角化）

・新たなビジネスモデルの創出

・新たなビジネスチャンスの創出
（全業種への波及効果）

・雇用の創出

・地域間交流の促進

・地方創生

・行きたくなる住みたくなるまちづくり
（観光及び創業、UIJターン・移住・定住等の促進）
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期待する効果 → 人が増えればニーズが生まれる

オアリパ 何を目指しているのか
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STEP１ 域内連携

学習・交流の場① セミナーを18回実施 延1,170人参加（１回平均65人）

学習・交流の場② 戦略会議を30回実施 延598人参加（１回平均20人）
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STEP１ 域内連携

学習・交流の場③ オアリパ交流事業を実施
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STEP２ ブランド市場化 / 販路開拓

域外展示会 ・ 販売会に出展
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STEP２ ブランド市場化 / 販路開拓

域内で販売会・イベントを開催
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STEP２ ブランド市場化 / 販路開拓

商品開発 ： 販売会、ふるさと納税で販売
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STEP２ ブランド市場化 / 販路開拓

Facebook ・ Instagram を中心に発信
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STEP３ 外貨獲得

観光周遊ルート開発（R３.６夏のライブツアー）

撮影現場（砂川オアシスパーク）

インスタライブ画面
（上；砂川 「日本酒道場 橋」、下；札幌会場）札幌会場（北海道Station01）
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STEP３ 外貨獲得

観光周遊ルート開発（R４.１冬のモニターツアー）

ファームレストラン リヴィスタソメスサドル 「革小物づくり体験」

GOLF５カントリー美唄コース 「スノーサイクル体験」中央市場を散策



19

STEP３ 外貨獲得

手ぶらわかさぎ釣り体験 ・ 情報発信コンソーシアム形成
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オアリパ これまでの成果

取り組みが各種メディアに掲載
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オアリパ これまでの成果

取り組みが各種メディアに掲載
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16事業者18人

2019年 結成当時 2023年 現在

47事業者54人

オアリパメンバーが拡大

オアリパ これまでの成果
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オアリパ これまでの成果

R４.６ 国土交通省まちづくりアワード 特別賞
R４.10 ふるさとチョイスアワード ノミネート
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オアリパ これまでの成果

R４.８.29 一般社団法人オアリパ 設立
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オアリパ 未来へ

一社）オアリパ ビジョンマップ
● 美と健康を活動テーマとして、地域に笑顔を創造する

● 北海道・空知・砂川地域の素晴らしさを世界に発信

● 地域を繋げる活力剤へ
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オアリパ これからの課題

① インキュベーション機能 → 地域内外における継続した学習と交流
② 地域商社機能 → 地域資源を活用した看板商品・連携商品の開発

各事業者の販路開拓支援、継続的なイベントの実施
③ ＤＭＯ機能 → 地域資源を活用した体験型旅行の商品化
④ ＰＲ他 → 継続的な情報発信・デジタルの活用
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オアリパ 未来へ

一社）オアリパ ビジョンマップ
● 美と健康を活動テーマとして、地域に笑顔を創造する

● 北海道・空知・砂川地域の素晴らしさを世界に発信

● 地域を繋げる活力剤へ
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オアリパ これからの課題

地域を元気にする４つのキーワード
①まちづくりを自分ごととして
②ひとりではなくチームで
③地域全体で稼ぐ
④未来のための人材育成

① インキュベーション機能 → 地域内外における継続した学習と交流
② 地域商社機能 → 地域資源を活用した看板商品・連携商品の開発

各事業者の販路開拓支援、継続的なイベントの実施
③ ＤＭＯ機能 → 地域資源を活用した体験型旅行の商品化
④ ＰＲ他 → 継続的な情報発信・デジタルの活用

市も継続して、そして観光協会と連携して
一社）オアリパ・会員事業者の取組みを支援します‼


